
・図形の一部を移動して、計算による求積が

可能な図形に等積変形する考え 

・既習の計算による求積

が可能な図形の半分の

面積であるとみる考え 

・既習の計算による求積が可

能な図形に分割する考え 

（既習の計算による求積が可

能な図形を全体とみて、そこ

から余計な面積をとる考え） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 


